








全製品のアスベスト使用状況を確認したところ、1985

年4月以前に製造された熱処理装置の電源ケーブルにア

スベスト（白石綿）が含有されていることがわかり、2005

年7月に国内のお客様に報告しました。お客様のご協力を

得ながらアスベスト飛散状況を測定したところ、通常の使

用やメンテナンスではアスベストは飛散しないことを確認

し、健康に害を与えることはないとお客様に報告しました。

また、該当製品の製造などに携わった従業員（退職者

を含む）の健康診断を2006年3月末までに行いました。

健康被害はありませんでしたが、今後も健康診断は継続

していきます。

部品についても全品を調査した結果、一部のOEM（客

先仕様）製品の中に、日本国内では法規制の対象とされて

いないガスケットやシール材などで、非飛散性のアスベス

ト（白石綿）


